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数の肝吸虫症の漫淫地として相良ω，柳沢∞，杉村

〈14〉，中田(10)等現在迄幾多の研究が発表せられて来

た。近時農村生活文化の向上，医学的知識の普及民

よりその虫卵保有率は低下の傾向Kあるといえども� 

海水魚に比して手近な淡水魚が蛋白補給源として食

生活lζ供され生食も行われ，尚濃厚漫淫地の域を脱

し得ない現況にある。

著者は利根川流域K位する千葉県小見川町を中心

とする肝吸虫卵保有者Kついて其の現況を把握し、疫

学的考察を試み，更に小見川中央病院に於ける来院

患者につき肝吸虫症の臨床的観察をなし，その予� 

防，治療の方途を究明し，当地域より肝吸虫症の根
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文献

絶せん事を期し本研究を行った。特陀著者が疫学的

観察を行った小見川町一之分目新田部落は利根川，

横利根川，北利根川，外浪逆浦氏囲まれたる水団地

帯の中にあり四囲総て水K面し交通は殆んど舟Ir.依

存している状態である。従って飲料水，洗濯，食器

の洗襟等日常生活に屡々� )11水が使用せられ，住民は

主として農業，一部は半農半漁の生活を営み従って

)11魚の摂取特にその生食の機会多き特殊な環境の地

域である。

第2章疫学的事項

疫学的事項に関する本調査は� 79世帯� 505人中� 47

世帯267名について行った。

第1節生活環境

1) 地理的条件 (図 1，2) 

本研究の対象とした小見川町一之分目新田は図



K供し丸食用に供きぬ者は� 3名(1.12%)に過ぎな

~. "r い。好んで食用に供せられる川魚は鮒，鯉，雷魚，

草魚，たなと， もろと等で最も噌好度の高いものは� 

名257名中264供すると答えたK魚を食用11鮒で)，

(97.35%)である。次いで草魚� 160名� (60.61%)，鯉� 

名� (37.50%)，7'こな (:'83名� (31.44%)，その他� 57名� 
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I267 264 (98.88%)調査対象 名中 名 はJl魚を食用1.図� 

158 (59.85%) 141 (53 1%) 99名 ，雷魚 名 .4 ，もろと� 

.

(242%) (94.96こ 1. の順となり，陰性者群では鮒� 

(603%) (49.64%) (49.64%)%)，草魚 .4 ，鯉 ，雷魚 ，

(38.84%) (35.25%)もろと ，たなと の順となる即

ち陽性者では鯉を食用に供する度合が多く陰性者で

は草魚を食用に供する度合が多い様に考えられる。� 

(2) 4 5)の如く利根川，北利根川，横利根川，外浪逆浦 ， 

K 75 km 153 1に固まれた三角地帯 位し面積約1. 平方 ，人 回答のあった川魚を食用に供する者 名中 逓

79 505 1 25 (16.34%) 1 53口 世帯 入の小部落 として，その大部分は水田 回食用に供する者 名 ，月 回は 名l

(34.64%) 75 (49.02%)地帯であり交通も概ね回舟に依存している状態であ ，その他 名 である。叉之れ

る。 を肝吸虫卵陽性者及び陰性者群に分けて観察すると� 

2J 14 1 5 (35.71%) 1好んで食用に供せられる川魚の種類及びその 虫卵陽性者 名では週 回 名 ，月 回

3) 7 (50.00%) 2 (14.29%)噌好度 (表 名 ，その他 名 で陰性者で

267 264 (98.88%)調査人員 名 川魚を食べる者 名� 

魚の種類| 鯉 |雷 魚|草 魚|たなと|もろこ|その他

I I I I 1 I I10 14 7 10 5 3 3肝吸虫卵陽性者 __
I I l I I I I14 (742%) (100%) (50.0%) (742%) (35.71%) (242%) (21.42~2名 1. 1. 1.
I I I I I I69 132 69 84 49 54 27肝吸虫卵陰性者
I I I I I I I139 (49.64%) (94.96%) (49.64%) (603%) (35.25%) (38.84%) (19.42%)名 .4

III 79 111 65 66 29 42 27蚕邦検査施行しな . 
I I I I I Iく111 (7 17%引 100%) (58.56%) (596%) (26.13%) (37.84%) (24.32%)かった者 名 1. .4

158 257 141' 160 83 '99  57計� 1 I 

I I I I I I I264 (59.85%) (97.35%) (53 1%) (60.61%) (344%) (37.50%) (25θ%)名 .4 1. 1.

図 2.
(259%)1 の 買に食用に供されている。JI

1

lJダ� 
之れを肝吸虫卵陽性者と陰性者群とに分け観察す

ると陽性者群では鮒� (lQO%)，鯉� (71.42%)，草魚� 

(71.42%)，雷魚� (50.00%)，たなと� (35.71%)，もろ

3J 川魚がどの程度食用K供せられているか(表� 

表� 3. 食用K供される川魚の種類及び噌好度

| 鮒

表� 4. 川魚の摂取状況頻度
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表� 5. 川魚生食の状況年令別，性別の表 食する機会の少い為と考えられる。� 

肝吸虫卵陽性者 肝吸虫卵陰性者

計

年令

副Z司戸。。� 
男手|合男生せlず堂女女

計計

10 31 4 5122 220--10 。。。。� 93 6 911--20 

121--30 1 41 7 5 4120 21 

2831--40 2 1 3 8 7 2 8125 

2341--50 1 1 1 3 9 71 2 2120 

1951--60 1 2 6 2 01 9 17 

2361--70 1 21。� 2 5 

871-- 1 1 1 3 1 11 11 2 5 

14 139 153 
10 624 77 

。
。
。。

。。
。
。
。
 

。。
。。

。� 
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(2) 生食者の年令別顔度� 

87名の生食の状況を年令別に観察するに，生食は

幼少の頃より行われ年令的iと特に差異は認められな

い。即ち� O才� ---10才� 13名，� 11才� --20才3名，� 21 

才� ---30才� 12名，� 31才--40才� 18名，� 41才� --50才� 

18名，� 51才--60才9名，� 61才� --.70才� 10名，� 71

才以上4名であった，虫卵陽性者が� 20才以下には

認められなかったと云う事実は成年と共民感染が蓄

積し陽性度も高くなるもの主考えられる。� 

5J 川魚の調理方法 (表 6)

川魚を食用lζ供する者� 264名についてその調理方

法を生食，煮魚，焼魚の三法lζ分け考察すると煮魚

を摂る者最も多く� 238名� (90.53%)，次いで生食す

るもの� 167名� (63.25%)，焼魚� 146名� (55.30%)で

更に虫卵陽性者についてその調理方法を観察するに

は� 139名中週� 1回� 20名� (14.31%)，・月� 1回� 46名

(33.08%)，その他� 73名� (52.54%)で陽性者は陰性

者に比し頻回1<:111魚を食用促供している事実がわか� 

る。� 

更に之れを男女別に観察すると男� 67名中週� 1回

食用l乙供するもの� 14名� (20.895%)，月� 1回27名

付0.298%)，その他� 26名� (38.81%)，女� 86名中週� 1

回� 11名(12.79%)，月� 1回26名� (30.23%)，その他� 

49名� (56.98%)で男が女比比し多くの川魚を摂って� 

L、る。

川魚生食の状況は� 153名中好んで生食する者� 87

名� (56.86%)，日常生食せぬ者� 66名� (43.14%)であ

る。

煮魚� 14名� (100%)，生食� 10名� (71.43%)，焼魚� 7 

名� (50.00%)，叉虫卵陰性者� 139名については煮魚

113名� (81.29%)，生食� 77名� (55.395%)，焼魚� 65名

(46.76%)で共K煮魚として摂る場合が最も多いが

あらい，酢ぬ?こ等生食される頻度も決して少いもの

ではない。

表� 6. 川魚摂取の状況 (調理法〉

|生|焼|煮 


肝吸虫卵陽性者� 10 7 I 14 

14名 I(71.43%) I 

1 

(50%) I(100%) 
肝吸虫卵陰性者� I 77 I 65 I 113 

139名 I(55.40%) I(46.76%) I(81.29%) 
虫卵検査を施行しI 80 I 74 I 111 
なかった者� 111名I(72.07%) I(66.67%) I(100%) 

之れを虫卵陽性者及び陰性者群に分け観察すると
一

計部4名� 
167 I 146 I 238 

53%)O.(9I (55~30%) I26%)3.(61 

虫卵陽性者� 14名中好んで生食するもの� 10名� (71.43

%)，煮又は焼魚として用い日常生食せぬ者4名� 6J 肝吸虫K対する短識の程度(表� 7) 

(28.57%)，虫卵陰性者� 139名中生食を好む者� 77名� 11才以上の男女� 199名につき調査せるに肝吸虫症� 

(55.39%)，生食せぬ者� 62名� (44.60%)で同様虫卵 を識っている者� 181名� (90.95%)，全く識らない者

陽性者群民生食する機会が多いものと考えられる。� 18名� (9.05%)であった。識らないと答えた者� 18名

叉生食を好む者を男女別K観察すると男� 67名，女 を年令別K観察するに� 11才� -20才7名で年令構成� 

86名中生食を好む者男� 49名� (73.13%)，男� 38名 数民対する割合は� 18.42%，21才� -30才5名� (13.51 

(44.19%)，生食せぬ者男� 18名� (26.87%)，女� 48名 %)， 31才� -40才1名� (2.38%)，41才� -50才� 1名� 

(55.81%)で男の方が女児比し生食する機会が多い。� (3.85%)，51才� --60才2名� (7.69%)，61才� --70才� 

4J 吸虫卵保有者並び托生食者の年令別頻度� 1名� (5.0%)，71以上� 1名� (6.67%)で� 11才� -30

(1)吸虫卵保有者の年令別頻度 ー才台の青壮年に無知の者が比較的多いと云う点，尚

虫卵陽性者� 14名を年令別に観察すると� 21才---30 更に知識の普及が必要なるものと考えられる。

才1名，� 31才� -40才3名，� 41才---50才3名，� 51 男女性別K観察すると男� 6名� (33.33%)，女� 12名

才-60才2名，� 61才� -70才2名，� .71才以上3名� (66.67%)で女児肝吸虫応対する知識のないものを

で� 20才以下の者には陽性者を認めず，この事は生 多く認めた。



表� 7. 肝吸虫症に対する知識の有無� 

(11才以上について〉

識っている 識ら ない、・，.. ~，，" 

メ寸生ヨ 計年 、

男 女男 女

29 22 5 38 

21--30 

11--20 
14 18 2 3。 37 

22 19 131--40 42。� 111 14 2641--50 。� 251--60 9 10 。 21 

11 161--70 8 20。� 15 9 1571--

81 6 12 
計 199 

181 (90.95%) 18 (9.05%) 

7) 飲料水，洗濯及び食器 〈表� 8) 

(1) 飲料水� (270名について〉

井戸水を使用するもの� 242名� (89.63%)，� )11水を

利用するもの� 15名� (5.55%)，井戸水，川水の双方

を使用するもの� 13名� (4.81%)であり，その大部分

は井戸7.KK依存している。

表� 8. 井戸水，川水使用の状況� 

lF水|食器洗い|洗「濯飲
(27 名)� I(261名)� I(267名)� 

表� 9. 肝吸虫卵保有者の頻度 (年令別i性別〉� 

1部落を場対象合
とした

小来見川中院央病者院

21---30 

31---40 

41---50 

51........60 

61........70 

71--

男

。� 
2 

1 

2 

2 

1 

女

1 

1 

2。
。� 
2 

男� 

4 

11 

5 

6 

7。

女

。� 
1 

7 

4 

3。� 
小計|�  8 6 33 15 

小見川中央病院来院者Kついては虫卵

陽性者� 99名中の� 48名について。

中央病院比於いて行った検便総数は� 7942件で内吸

虫卵の検出されたものは� 99件(1.246%)である。

検査方法は塗抹法，浮排法，� MGL法，加ホルマ

リン法，� AMS lIT法，稀塩酸エーテJレ法でその一種

又は二~三種併用Kより行った。各法とも同時標本� 

3枚値により検査した。陽性者� 99名中調査し得た� 

48名を年令別に見るに� 21才� ---30才4名� (8.33%)，� 

31才� --40才� 12名� (25.00%)，41才� .......50才� 12名
 

井戸水�  1 

242 
63%)9.(8 

r 205 I 85 
 (25.00%)，51 才 ~60 才 10 名 (20.83%)， 61才� .......7C

1 (78~54%) 
 I (31.84%) 

I 15 1 14 1 75 才� 10名� (20.83%)で壮年以後に多く， 即ち生食機

会の多少が影響するものと考えられる。(28.OS%)1(5.36%) .1 |(5.55%)川水�  
井戸水 I 13 42 I 107 
及び川水� I (4.81%) I(16.09%) I(40.07%) 叉之れを男女別陀観察する比男� 33名� (68.75%.)，

女� 15名� (31.25%)‘で明らかに男に多く上記の如く

(2) 洗濯� (267名について〉 生食頻度の簡多K依るものと考えられる。� 

井戸水を使用するもの� 85名� (31.84%)，川水を利 2) 最も濃厚漫淫地と思われる小見川町一之分E
用する・もの� 75名� (28.08%)，その双方を使用するも 新田部落を対象とせる場合

の� 107名� (40.07%)である。 被検者総数280名中吸虫卵陽性者� 29名� (10.35% 

(3) 食器類の洗糠� (261名について) を示した，その中各種調査を行い得7こ者は� 153名て

井戸水を使用するもの� 205名� (78.54%)， 川水を 中� 14名K吸虫卵が認められた，之れを小見川中タ

利用するもの� 14名� (5.36%)， その双方を使用する 病院来院患者に比較すれば当地域が明らかに濃厚蓄

もの� 42名� (16.09%)である。 淫地である事を知る。

以上より観察するに洗濯は大部分が川水を利用し 此の� 14名を年令別に見ると� 21才� "'-'30才� 1i

同一水を以って相当数が食器類を洗糠し"且叉今尚� (7.14%)で更に年令構成数応対する割合は¥2.56%.

住民の� 10%弱はその水を飲用に供している事は肝� 31才� ........40才3名� (21.43%)年令構成数に対する苦


吸虫の問題のみでなく細菌感染の危険もあり，環境 合� 7.14%，41才� --50才� 3名� (21.43%)年令構成費

衛生の面で幾多の改善されねばな長ぬ点があるもの に対する割合� 11.11%，51 才 ~60 才 2 名 (14.28%
、
ノ~

と考えられる。 年令構成数に対する割合� 9.09%，� 61才� --70才2;;

第� 2節 肝吸虫卵保有率(年令別，性別) (表的 (14.28%)年令構成数民対する割合� 10.53%，71才i 

1) 小見川中央病院来院患者を対象とせる場合 上� 3名� (21.43%)年令構成数応対する割合� 20%・

和和30年8月よ� b昭昭33年同月に至る間小見川 同様� 31才以上の者に多い。� 

• 
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更に病院に於ける陽性例と集団検便Kよる陽性例� 

を合せた� 62名について年令，性別に検討すると年令

、別では� 21才� --30才� 5(8.06%)， 31 才 ~4.0 才 15 

(24.19%)，41 才 ~50 才 15 (24.19%)，51才� --60才� 

12 (19.35%)，61 才 ~70 才 12 ((19.35%)，71才以

上� 3(4.84%)で同様� 30才以上の青壮年層に多い。

男女別では男� 41名� (66.13%)に対し女� 21名� (33.87

%)で女K比し男は蓮K多い事が半uる。
第3節他の寄生虫の虫卵保有率及び肝吸虫卵保

有との関係� 

1J 他の寄生虫の虫卵保有率 (表 10)

第2節第2項lと於いて記述せる検査対象280名中

畑虫は 108 名 (38.57%)，鈎虫 4 名(1.42~る)，東洋

毛様線虫� 12名� (3.93%)，鞭虫� 39名� (13.92%)であ

り姻虫最も多く次いで鞭虫卵が多く発見されたが之

れに次いで肝吸虫卵が多く鈎虫卵は1.42%に過ぎ

ず他の一般農村地帯と著しく異った関係にある如く� 

7942名及び同町一之分目新田部落民� 79世帯� 505人

を対象とした。

2J 検査方法� 

部落民を対象とした集団検使については同一糞便

民対し塗抹法，稀塩酸エーテノレ法，� AMS JJI法を併

用した。中央病院来院患者に対しては� MGL法，加

ホルマリン法，� AMS JJI法，稀塩酸エーテ Jレ法の中

一種の方法を採用した。

各検査法とも同時標本3枚値� (18x18mmのカバ

ーグラス使用)f<:依り検査した。

第4章各種検査法による虫卵検出率� 

1J 特定部落を対象とした場合 (表 12)

塗抹法，稀塩酸エーテJレ法，� AMS JlI法を比較す

ると塗抹法では陽性� 10，陰性� 270，陽性率� 3.7%，稀

塩酸エーテル法陽性� 4，陰性� 276，陽性率1.49%，

AMS JlI法陽性 20，陰性� 260，陽性率7.69%でAMS

考えられる。1II法の検出率が最も高く次いで塗抹法，稀塩酸エー

表� 10. 他の寄生虫卵保有率検査対象� 280名

岨 虫 卵� 

鈎 虫 卵� 

東洋毛様線虫卵�  

鞭 虫 卵� 

肝 吸 虫 !Js 

108 (38.57%) 

4 ( 1.42%) 

12 ( 3.93%) 

39 (13.92%) 

29 (10.35%) 

2J 肝吸虫卵と他の寄生虫卵保有との関係(混合

感染) (表 11)

肝吸虫卵陽性� 29名中他の寄生虫卵の認められな

かったものは� 16(55.17%)で，二重感染は蜘虫卵を

もつもの� 5(17.24%)で最も多く，三重感染は畑虫

卵及び鞭虫卵をもつもの� 6(24.13%)で鞭虫卵及び

鈎虫卵をもつもの� 1(0.34%)であった。

表� 11. 肝吸虫卵と他の寄生虫卵保有との

関係〈混合感染) 陽性� 29例

肝吸虫卵及び姻虫卵

肝吸虫卵 及び鈎虫卵

肝吸虫卵及び東洋毛様線虫卵

肝吸虫卵及び鞭虫卵

肝吸虫卵及び掴虫卵及び鞭虫卵

肝吸虫卵及び鞭虫卵及び鈎虫卵

肝吸虫 卵のみ�  

5 (17.24%)。� 
0 

1 ( 3.45%) 

6 (24.13%) 

1 ( 0.34%) 

16 (55.17%) 

第3章肝吸虫卵検査対象及び検査方法� 

1J 検査対象

千葉県香取郡小見川町小見川中央病院来院患者

テJレ法の順となっている。

各種検査法による虫卵検出率の比較

表� 12. 部落を対象とした集団検診被検者数280
陽性者数29. 陽性率 10.35~合 

塗抹法|�  |AMSE法I~*~I~-弘警
虫卵陽性数� I 10 1. 4 20 

虫卵陰性数� I 270 I 276 I 260 


陽性率I3吻 I1仰 I7.ω% 

何れも同時標本� 3枚による。� 

2J 小見川中央病院に於ける検査成績 (表 13)

昭和30年8月より昭和33年10月に至る聞の被検

使者総数7942名で肝吸虫卵陽性者� 99名，虫卵検出

率� 1.246%で特定部落対象の検出率� 10.35% fζ比し

這κ少い。� 

7942名を次の六法に分け検査した即ち塗抹法，稀

塩酸エーテノレ法，浮滋法，� MGL法， 加ホルマリン

法，� AMS III法である。

表� 13. 

44 

2177 
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塗抹法では総検査数3940例中陽性� 16，陰性� 3924， であるとしている。

陽性率� 0.40%。浮瀞法では被検総数575例中陽性� 2，

陰性� 573，陽性率� 0.34%0MGL法では被検総数325

例中陽性� 8，陰性� 317，陽性率� 2.46%。加ホルマリン

法では被検総数678例中陽性� 4，陰性� 674，障性率

0.56%0 AMS J[[法では被検総数 194例中陽性� 25，

陰性� 169，陽性率� 12.88%0稀塩酸エーテJレ法で、は被

検総数2221例中陽性� 44，陰性� 2177，陽性率1.98%。

以上の如くその陽性率は� AMSJ[[法最も高く次い

で'MGL法，稀塩酸エーテル法，加ホルマリン法，

次いで塗抹法，浮瀞法の順となっている。

以上の検査成績を検討するに本吸虫卵検出には三

輪，横川両教援より特に指摘せられた如く� AMS JII 

法が最も成績良好であった。

第� 5章臨床的所見

臨床的所見は小見川中央病院K於いて検出せる� 

99名の中� 48例について考察した。

第� 1節自覚症状(表�  14) 

自覚症状は極めて多様である，即ち上腹痛� 12例。

全身倦怠感� 11例。上腹部膨満感6例。陸軍� 5例。

食思不振4例。心惇充進4例。幅吐，咽頭異物感，

頭痛，下痢各2例。微熱，呼吸促迫，耳鳴，心宮部

圧迫感，全身浮腫，下腿浮腫，顔面浮腫各1例が認

められた，叉石JII(4)も比較的多いのは腹痛，倦怠感

肝吸虫卵保有者の自他覚症状

表� 14. 自覚症状

種 種

全身倦退感�  11 全身浮 腫 1 

食思不振�  4 下腿浮腫 1 

徴 熱� 1 る いそ フ 1 

心停充進�  4 咽頭異物感 2 

呼吸促進�  l 顔面浮 腫 1 

肱 畳� 5 頭 痛 2 

耳 鳴� 1 上腹部充満感 6 

幅 気� 2 上 腹 痛 12 

心寵部圧迫感� 1 下 痢 2 

以上の如く肝吸虫症に特異な症状は認められない

が栄養低下，全身の衰弱，消化器の機能不全K由来

する症状が多く認められる。

尚集団検診に依り検出した虫卵保有者はその全例� 

iζ自覚症状を訴えるものを認めなかった。

第� 2節他覚症状(表�  15)

他覚症状としては黄痘，肝腫・大，上腹部圧痛，浮

腫，貧血，腹水，鼓腸等が見られた。

即ち最も多く見られたのは上腹部圧痛� 8例で次い

で黄痘5例。肝腫大5例。貧血5例。更に浮腫，腹

水各2例。鼓腸1例であり，自覚症状と同じく肝吸

虫症を決定すべき特異な症状は認められず他覚的所

見の認められない軽症のものが多かった。

第� 3節各種検査成績� 

1J 血液所見 (表 16，17) 

耳血lζ依る末梢血液の所見ではその約半数54.83 

%K血色素量の低下が，� 63.63%に赤血球数の減少

が見られ叉好酸球増加の傾向� (55.17%)が見られた

が白血球数は精々減少の傾向が認められ，その百分

率では好中球，淋巴球，単球，好塩基球の増加，減

少何れの方向にも偏重の傾向がみられなかった，又

増加減少も正常範囲を僅かに越える程度のものであ

った。即ち本所見では貧血，及び好酸球の増多，が

見られ山形(9う堀内〈9〉，石JII(4)，中田(10)等の成績に

一致する。 、

血液理学的所見では全血比重を測定せる� 19例中

表� 16. 末梢血液所見

| 増 加 | 正 常 | 減少

血色素量�  

赤血球数�  

白 血 球 数 �  

1 

/ 
5 

13 

22 

12 

17(54 

21(63 

16 

.83%) 

.63%) 

血百分球比白

好中球�  

淋巴 球 �  

単球�  

好酸球�  

好塩基球� 

12 

7 

9 

16(55.17%) 

/ 

11 

14 

14 

9・� 

/ 

8 

8 

6 

4 

/ 

表� 15. 他覚症状�  

種 類 |症例数|種 類 |症例数

黄 痘� 5 貧 血(視診〉� 5 

肝 腫 大� 5 腹 水� 2 

上腹部 圧 痛 �  8 鼓 腸� 1 

浮 腫� 2 

表� 17. その他の血液理学的所見

|増 加|正 常|減 少

全血比重 514。� 。19血清比重

1 315血清蛋白量� 

。� 
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14例� (73.58%)が正常，� 5例� (26.32%)に軽度の低

下がみられた。血清比重は� 19例全例正常値であり，� 

血清蛋白量は正常� 15例� (78.95%)で減少は�  3例

(15.79%)，増加は� 1例� (5.26%)で特異な所見は認� 

められず増加減少共，いずれも正常範閤を僅かに越� 

える程度托すぎなかった。

尚血液所見は正常範囲を夫々赤血球は� 401万--

450 万，血色素量は ~6% 以上，白血球数は 6000 --

8000;好中球� 50.......60%，叉淋巴球� 20--40%，単球3 

--5%，好酸球� 2.......4%，好塩基球� 0---1%とした。� 

2) 尿所見 (表 18)

尿所見はついては� 30例応対してピリルピン，ウ

ロピリン，ウロピリノーゲンの検査を行った。

表� 18. 尿所見(尿中ウロピリン体〉

ピ リ �  Jレピン�  

ウロ ピリ ン� 

ウロピリノーゲン� 

陽 』性

1 (3.33%) 29 

2 (6.67%) 28 

6 (20.0%) .24 

ピリルピン陽性� L 陰性� 29，陽性率3.33%。ウロ

ピリン陽性� 2，陰性'28，陽性率� 6.67%0ウロピリノ

ーゲン陽性� 6，陰性� 24，陽性率� 20.00%を示した。� 

即ち肝吸虫症に対する特異な尿所見は認められなか

ったが軽症者が多かった� ζ とを考えるとウロピリノ

ーゲン反応が本症の発見民有意義であると考えられ

る。

3) 肝臓機能検査成績 (表 19，20，21，22，23) 

肝機能検査はブロームサルフアレイン試験，血清� 

カドミウム反応，血清コバルト反応，血清モイレン

グラハト値，血清高田氏反応の五種について之れを

行った。

(1) ブロームサルフアレイン試験


被検数39例，� 30分値5.0%以下� 26例� (70.27%)，
 

5.1%以上� 11例� (29.73%)。

(2) 血清カドミウム反応

被検数� 36例中正常値4(11.11%)，疑陽性� 3(8.33 

%)，弱陽性 24(66.66%)，強陽性� 5(13.89%)であ� 

った。� 

(3) 血清コバルト反応

被検数� 37例中正常� 22(59.46%)，左反応� 4(10.81 

%)，右反応 11(29.73%)である。� 

(4) 血清モイレングラハト値

被検数� 35例中正常� 28(80.00%)，潜在性黄痘5 

(14.29%)，貰痘� 2(5.71%)。� 

(5) 血清高田氏反応

被検数� 37例中陰性� 26(70.27%)，準陽性� 4(10.81 

%)，弱陽性 2(5.41%)，中等度陽性� 4(10.81%)， 

強陽性� 1(2.70%)。

以上の如き肝機能障碍が見られたが何れも正常範

囲を僅かに越える程度のものが大部分であり，著明

な変化の認められたものは，雌清カドミウム反応強

陽性� 5例，血清モイレングラハト値で黄痘を示した

もの� 2例，血清高田氏反応で強陽性を示したもの� 1

例K過ぎない。

第� 6章 治 療

肝吸虫症の治療に関しては従来色素剤，塩酸エメ� 

チン，枇素及びアンチモン製剤であるスチブナー

Jレ，ネオスチブナール，フアヂン等が使用せられて

来たが近時マラリア及び紅斑性狼癒lζ有効なる燐酸

クロロキン(製品名レゾヒン)が本症に効果のある

肝機能検.査成績

表� 19.

5.0%以下� I5.1%以上

B.S.P.試験�  I 26(70.27%) 1 
血清� Co反応� 

26(70.27%) 1 11 (29.73%) 

表� 20.

血 清|正常|疑陽性|弱陽性|強融�  

Cd反応� 4 1 3 | 24 1 5 
(11.11%)1 (8.33%) 1(66.66%)1(13.89%) 

M血eule値ngrac清ht 

表� 23. 

表� 21. 

正 常左反応|右反応�  

(59.46%) 1(10.81%)(10.81%) 1(29.73%) 

表� 22.

I I 

正 常� I潜黄在性痘� I黄 痕� 

(80.0%) II(14.:9%)(14.29%) II(5..71%) 

血 清|陰 性|平協性|弱陽性|中等度陽性|強陽性�  

Takぬ民反 応 I26 (均2切� 14(附%)  1 2 (54.1%) 1 4 (附%)I1仰 % )
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事が和田〈11〉，小関【12〉，川上〈13〉，中島等lζ依り報告� 2) 好んで食用に供せられる魚は鮒，鯉，雷魚，

され著者も協同研究者として杉村，中田〈的等と共K 草魚，たなと， もろこ等で最も噌好度の高いものは

既にその効果を報告した。叉宮川等(16)も実験的感 鮒� 257名� (97.35%)，次いで草魚� 160名� (60.61%)，

染家兎K対し本剤を使用しその効果を認めている。 であった。

著者も爾後追試を試み，見る可き効果ある事を確 之れを虫卵陽性者及び陰性者群K分け観察すると

認した。即ち� 1日量500mg連続投与を試みた� 5例 陽性者では鮒，鯉，草魚，雷魚，たなと，もろ乙，

中治療期聞を通じ特K副作用は認められなかった。 の順応噌好度が高く，陰性者では鮒，草魚i雷魚，� 

(1)第� 1例� 68才男� 2--3年末肩凝り，陸軍等の 鯉，もろと，たなと，のJI買K曙好度が高かった。

訴えあり，最近特に強くなり来院，糞便中に肝吸虫� 3) 川魚の食用促供せられる頻度は� 153名中� 1週

卵を認めた。他に特記すべき異常所見を認めず。直� 1回食用に供する者� 25名� (16.34%)，月� 1回食用に

ちに燐酸クロロキン� 1日500mgを投与した。� 2日 供する者� 53名� (34.64%)，その他� 75名� (49.02%)

毎K検便を行ったと� ζろ� 30日で虫卵消失，その後 であった。之れを虫卵陽性者及び陰性者群に分け観

虫卵の発現を見ない。 察すると陽性者では週� 1回� 35.71%，月� 1回50.00%，� 

(2)第2例� 62才女，胃癌Kて入院中，糞便中氏 その他� 14.29%。陰性者では週� 1回� 14.31%，月� 1回

虫卵を認め燐酸クロロキンの投与を試みた。� 2--4日� 38.08%，その他� 5328%。男女別では男，週� 1回食

毎に検便，本症例は� 2週間で虫卵の消失を認めた。 用托供する者� 20.89%，月� 1回40.29%，その他� 38.81 

(3)第3例� 45才女，主訴不定の胃腸症状，初診 %。女では週1回食用に供する者� 12.79%， 月� 1回

時糞便中の虫卵は集卵法� (AMSIII法〉にて全視野� 30.23%，その他� 56.98%であった。� 

2コを認む，直ちに燐酸クロロキンの投与を開始し 川魚の生食は，� 53名中� 87名� (56.86%)が好んで� 

1週間後の検査にて全視野� 1コの虫卵を認めるも第 行い，生食せぬ者� 43.14%で、あった。之れを虫卵陽� 

2週目の検査にて陰性，続いて行った第3週目の検 性者'及び陰性者群に分け観察すると虫卵陽性者で好

査にでも虫卵を認めなかった。 んで生食する者� 71.43%，虫卵陰性者では� 55.39%で� 

(4)第4例� 47才男，破傷風Kて入院，治癒後)11 あった。又男女別では男で好んで生食する者� 73.13

魚生食の機会多しその訴えによりゾンデに依る十二 %，女では 44.19%であった。

指腸液の虫卵検出を行う� K全視野� 4コの虫卵を認 め肝吸虫卵保有者を年令別に観察するに� 31才

め，糞便中虫卵は陰性であった。本剤投与により虫 以上K多く見られ� 20才以下iとは見られなかった。

小見川中央病院に於いて発見せる患者を年令別に観日後の検査11::1，2日後の検査にて全視野氏5卵は

にて陰性化した。	 察する� K同様� 31才以上K多く� 20才以下K見られな� 

(5)，第� 5例� 25才男，全身倦怠感，浮腫を主訴と かった。虫卵保有者を男女性別K観察すると集団検

して来院，� 10日程前より貰痘も認めた。本剤治療に 使の場合は男� 8，女� 6，病院に於いて発見せるものは

より数日後浮腫消退し，� 1週間後全身倦怠感軽快， 男� 33，女� 15で何れも男氏多く見られた。

食思良好となった0・糞便中虫卵は� 10日にて消失，� 5) 生食者の頻度を年令別に見ると生食は既に幼

十二指腸液中の虫卵は� 17日後に一旦消失，� 20日後 少の頃より行われ年令K差異を認めない。

の検査にて再び陽性，投与� 30日後に再度消失，そ 6) 川魚の調理方法Kついては川魚を食用に供す

の後虫卵の発現を認めない。 る者� 264名の中煮魚� 238名� (90.53%)， 次いで生食

総 括	 
する者� 167名� (63.25%)，焼魚として食用K供する

者� 146名� (55.30%)であった。之れを虫卵陽性者及

利根川流域千葉県香取郡小見川町，小見川中央病 び陰性者群K分け観察すると，陽性者では全員� 100

院来院患者及び同町一之分目新田部落を対象K本研 %が煮魚として，生食は 71.43%，又� 50%が焼魚と

究を行った。尚疫学的事項は一之分日新田部落民を して食用K供し，陰性者は� 81.29%が煮魚とし，生

対象IL.，叉臨床的事項については小見川中央病院来 食は� 55.39%，また，� 46.76%が焼魚として食用K供

院患者及び入院患者を対象とした。 している。� 

1) 本調査を行った� 267名中川魚を食用K供する� 7) 11才以上� 199名について肝吸虫症に対する

者� 264名� (98'.88%)に及び川魚を食用K供せぬ者は 知識の程度を調査し� 90.95%は識っていると答え，� 

3名(1.12%)Iζ過ぎなかった。 識らないと答えたものが� 9.05%IL.及んだ。男女別で
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は識らえEいと答えたものは男より女に高率に認め

Tこ。

8) 飲料水は� 89.63%が井戸水を使用しているが

10.37%はその大部分又は一部川7.KK依存している。� 

洗濯は� 31.84%が井戸水を，� 28.08%は川水，� 40.07 

%は井戸及び川水の双方を使用している。食器類の 

洗糠は� 78.54%が井戸水を，� 21.46%が川水及び井戸� 

水の双方を使用している。� 

句 集団検便を行った対象� 280名の肝吸虫卵以外� 

の寄生虫卵保有率は姻虫38.57%，鈎虫1.42%，東洋� 

毛様線虫3..93%，鞭虫� 13.92%であった。之等寄生

虫卵と肝吸虫卵保有との関係は二重感染は畑虫との

共存が最も多く� 17.24%K見られ， 三重感染は畑虫

卵，鞭虫卵との共存が最も多く� 24.13%を示した。

10)各種検査法による虫卵検出率の比較は特定部

落を対象とした集団検便では� AMS JII法� 7.69%で

陽性率最も高く， 次いで塗抹法� 3.7%，稀塩酸エ-

テJレ法1.49%であった。小見川中央病院K於ける成

績でも� AMS JII法が最も陽性率高く此の場合� 12.88 

%の高率を示し次いで MGL法2.46%，稀塩酸エー

テJレ法1.98%，加ホルマリン法� 0.56%，塗抹法� 0.40

%，浮瀞法 0.34~るであった。 

11) 小見川中央病院に於いて検出せる虫卵陽性者� 

84名中自覚症状を訴えたものは上腹部悲痛を訴え

るもの最も多く� 12例。全身倦怠感� 11例。次いで上

腹部膨満感6例。肱景� 5例。食思不振及び心惇充進

各4例。その他幅吐，� P因頭部異物感，頭痛，下痢，

微熱，呼吸促迫，耳鳴，心寵部圧迫感，全身浮腫，

下腿浮腫，議痩，顔面浮腫等が認められた。� 

12)他覚症状として最も多く認められたのは上腹

部圧痛の� 8例で，その他黄痘，肝腫大，貧血，浮腫，

腹水，鼓腸等が認められた。� 

13)末梢血液所見では貧血及び好酸球増多が見ら

れ，血色素量の低下を示したもの� 54.83%，赤血球数

減少の見られたもの� 63.63%，又好酸球増多を示し

たもの� 55.17%に及んだ。その他の血液理学的所見

として全血比重，血清比重，血清蛋白量を測定した

が正常値を示したものは全血比重では� 73.58%，血� 

清比重では� 100%，血清蛋白量で� 79.59%を示し異� 

常値を示したものも正常値を僅か出たに過ぎなかっ

た。� 

14)尿中ウロピリン体についてはピリ� Jレピンは陽

性率� 3.33%，ウロピリン� 6.67%，ウロピリノーゲン� 

20.0%であった。� 

15)肝機能検査はブロームサルフアレイン試験，� 

血清カドミウム反応，血清コバルト反応，血清モイ� 

レングラハト値，血清高田氏反応の五種について行� 

った。� 

i) ブロームサルフアレイン試験，被検数� 37例

中30分値� 5.1%以上� 11例� (29.93%)。

ii) 血清カドミウム反応，被検数36例，疑陽性� 3

(8.33%)，弱陽性� 24(66.66%)，強陽性� 5(13.89%)。

iii) 血清コバルト反応，被検数37例， 左反応4

(10.81%)，右反応� 11(29.73%)。

iv) .血清モイレングラハト値，被検数35例，潜在

性黄痘� 5(14.29%)，黄痘� 2(5.71%)。

め血清高田反応，被検数37例，準陽性� 4(10.81 

%)，弱陽性 2(5.41%)，中等度陽性� 4(10.81%)， 

強陽性� 1(2.70%)。� 

以上の如き肝機能障碍を認めたが何れも正常値を

僅かに越えた軽度のものが大部分であった。

16)肝吸虫症に対する治療は燐酸クロロキン(製

品名レゾヒン〉により行った。� 1日投与量は杉村(10)

(14九中田(17)等の如く� 500mgとして連続投与した。

糞便中K虫卵を認めた� 4例は� 2週--30日で消失，十

ニ指腸液中lζ虫卵の認められた� 2例は� 1例は� 11日，

l例は� 30日で、虫卵の消失を認めた。

者按�  

1) 利根川，霞ヶ浦治岸の所謂水郷地方は相良(1)

等� (1952) K依れば 2 1.7~る，柳沢等(2)(1956) Iζ依れ

ば� 13.3%と肝吸虫卵の検出率高く，我が国でも有数

の浸淫地として知られている。一方著者が杉村，中

田等(17)と共Il: (1957)行った成績はよれば� 10.35%

を示した。� 

2) 川魚の中屡々生食lζ供せられるものは鮒，次

いで¥鯉，雷魚，草魚等であるが，石川等(4)も三重県

に於ける調査で鮒が最も多く，次いでa鯉，雷魚が多

く食用iと供されている事も指摘している。即ち肝吸

虫卵の感染率の比較的高いたなと， もろ� ζ等は生食

する事が少く，感染は淡水魚としては比較的大きな

鮒，鯉，雷魚，草魚より起るものと考えられる。

3) 肝吸虫卵保有について堀内仰は男� 59.5%，女

34.5%で年令の増す程感染者は増加し� 30--60才に

多ぐ分布していると云う。山形のは男が女より多く

40才台が最も多いとしている。叉相良ωは年令的に

は壮年期，老年期に多く男� 26.9%，女� 21.6%，著者

の成績でも� 30才以上K多く分布し男� 66.13%，女� 

33.87%で男子K多く見られ，年令と共に陽性率の

増す点及び男の陽性率が女のそれに比し高い点でー� 

• 
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致している。之れは年令の増すK従い生食K依る感 げ，山形的も自覚症状は必ず訴えるものでなく，訴

染機会が多くなり，且つ男の方が女より生食する機 えるもの陀ついては下痢，腹痛，食思減退，夜盲，

会の多い事を物語っている。一方石川仰は年令の増 等をあげている。他覚的所見としては舌苔，右季肋

加に従つてのみ増加せずとし之れを免疫に依り説明 痛，貧血，肝腫脹を多くあげ，その他貰痘，浮腫を

している。 見たが腹水は� 1%1と過ぎなかったとしている。石川1 

4) 著者の調査で川水が飲料水として，叉洗濯， 〈4〉は自覚症状として腹痛，全身倦怠，腰痛を多く認

食器類の洗樵等K使用されている事が判明したが此 め，他覚症状として舌苔及び肝臓部圧痛を指摘して

の事は生水よりの感染が否定出来ない現在，環境衛 いるが他覚的所見の少い軽症のものが多いとしてい

生面より見て改善されねばならぬものと考えられ る。叉宮JIIω等は本症の最も主要な症状として肝臓

る。生水よりの感染の裏付けとして石川1(4)は，①全 及び牌臓の肥大，腹水，浮腫，消化器障碍，黄痘，

く魚を生食せぬ者Kも感染のあった事，①� 10才以 貧血，夜盲を挙げている。著者の検査では全身倦怠

下� 1例K於いては生後� 1年未満で全く生食の機会を 感を訴えるものが最も多く，次いで上腹部膨満感，

もたない者に感染者を認めた事，①世帯の集積感染 舷畳，食思不振が多く見られ，その他幅吐，咽頭異

が見られた事，④感染者の家庭の調理場の状態等を 物感，頭痛，下痢，微熱，呼吸促迫，耳鳴，心寵部

あげている。又山形(7)は生食しないが沼水を飲料水 圧迫感，全身浮腫，下腿浮腫，高痩等非常に多様で

とする者K感染者を見た事，� 1年未満の乳児民感染 浮腫は各� 1例ずつに過ぎず，他覚的には上腹部圧痛

を見た事等を上げている。著者の調査では� 20才以 が最も多く，次いで黄痘，肝腫大， .貧血が多く，そ

下氏感染者を認めず，又集積感染も見られなかった の他浮腫，腹水，鼓腸が見られた。� 

Tこめ，生水よりの感染の有無の資料になり得なかっ 以上の如く本症に於ける徴候は非常に多様であ

た。 り，しかも軽症躍患者では何らの徴候も見られぬ点� 

5) 混合感染については，山形(7)は二重感染は姻 よりその診断決定K際しては生食の機会の有無が相

虫との共存� 32.4%，三重感染では畑虫，鞭虫との共存 当重きをなすものと考えられ，又主食の機会があり

が25.9%で最も多いとし，石川ωは畑虫との共存が 何等かの訴えのあるものについては吸虫卵感染の有� 

10.9%，鈎虫との共存が� 6.5%，鞭虫との共存 3.6%， 無を検査する要あるものと考える。

三重感染では姻虫，鞭虫共存� 2.9%，鈎虫，鞭虫1.4 7) 本症の血液所見については，山形的は大多数

%，姻虫，鈎虫共存 0.7%としている。著者の成績 は貧血が見られ，白血球百分比では核左方推移と好

では� 44.82% Ir混合感染を見たが，前二者の成績同 酸球増加とが見られると云い，掘内ωはその半数民

様二重感染では蜘虫との共存多く� 17.24%，三霊感 貧血を認め，白血球百分比では単球減少の傾向と好

染では畑虫，鞭虫との共存が多く� 24.13%を示した己 酸球増多が認められ，単球の減少は� 54.8%!L及ん 

6) 井上(13)は本症を軽症，中等症，重症に分類，� t:。両氏共他の寄生虫と共存の場合K顕著となるこ

自他覚症状を呈さないものを軽症，門脈欝血症状な とを認めている。

く，叉あっても軽度にて主として胃腸症状を呈する� Craig & Faust (1951)も好酸球増多を認めてい

ものを中等症，門脈欝血症状を認めるものを重症と る。著者も� 54.83%に血色素量の低下を，� 63.63% Iζ 

府 した。 赤血球数の減少を認め，叉� 55.17%に好酸球の増多

著者が集団検使で発見した症例は何れも何等自， を認めた。

他覚症状を認めず軽症に属し，病院来院者の場合は� 8) 肝吸虫の寄生部位は肝臓内胆管であるとされ

自覚的訴えを持ち，その大部分が中等症に属し，重 胆管，肝実質細胞，肝臓内門脈枝K病変が及び門脈

症に属するものは� 48名中� 5名� (10.42%)にすぎな 系の欝血を来たし，次いで肝硬変症K陥り，時比は

かった。 之れが癌発生の基盤にもなり得る。従って本症に於

，肝吸虫症の呈する症状として石井(5)は全く何等症 いては肝機能検査は肝臓の器質的な変化を推察する

状を認めない例もあり，その主要症状は消化器系障 のみでなく予後判定の意味K於いて重要である。

碍であって，自覚的Kは腹痛，心脅部癖痛を主とし 尿所見では山形等〈わによればワロピリノーゲン反

名3名中6陽性，岡本等仰によれば1ζ33.0%応はて訴え，他覚的には肝腫大が最も多いと云う。中村

仰は主要症状として肝及び牌の肥大，腹水，浮腫，� (50.0%)，堀内仰は� 24.7%，石川ωは25% Ir陽性を

黄痘，貧血，消化器障碍，栄養障碍及び夜盲等をあ 認めた。著者の検査では陽性率� 20.0%を示した。ー
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方ウロピリンは陽性率� 6.67%，ピリ� Jレピンは� 3.33%

を示し，ウロビリノーゲン反応K比し陽性率低く，

軽症者に比較的高率K見られることよりワロピリノ

ーゲンの方が尿中K比較的早期K現われるものと考

えられる。� ζの点については石JW心も既K述べてい

ると� ζろである。

他の肝機能検査Kついて山形〈7〉，堀内仰の報告が

あり山形等のはアゾJレピン� S試験，サントニン酸ソ

ーダ試験，血清高田氏反応，尿ウロピリノーゲン反

応を同時施行し，高田氏反応1.3%，サントニン酸ソ

ーダ試験� 68.2%，尿ウロビリノーゲン反応� 33%，ア

ゾルピン� S試験� 26.0%K陽性を示し，堀内(9)はアゾ� 

ルピン� S試験では排世時間で� 67.9%，排世量で� 66.0

%，ヘパトサルフアレイン試験 49.4%，高田氏反応

28;6%，。更にサントニン酸ソーダ試験では陽性率

54.5%を示した。著者の成績ではブロームサノレフア

レイン試験� 29.73%，血清カドざウム反応弱陽性，

強陽性を含めて� 80.55%，血清コバルト反応左反応� 

10.81%，右反応� 29.73%，血清モイレングラハト値

潜在性貰痘を含めて� 20%，血清高田氏反応準陽性，

弱陽性，中等度陽性， 強陽性を含めて� 29.73%を示

した。

以上の如き肝機能障碍を認めたが正常範囲を僅か

に出たものが大部分で著明な変化の見られたのは血

清カド� ξウム反応� 13.89%，血清モイレングラハト

値� 5.71%，血清高田氏反応� 2.70%，ブロームサルフ

アレイン試験� 10%以上を示したもの� 10.81%K過

ぎなかった。� 

9) 治療に際して著者は最近杉村〈山，中田〈7}〈m，

和田(11九小関(12九川上(13)，中島等が既にその効果

を報告している燐酸クロロキンを使用し，一部は協

同研究者として杉村，中田等(17)と共lζ報告した。

結 論

利根川下流域一帯は本邦lζ於ける肝吸虫症濃厚浸� 

淫地として諸家K依り集団検診並びK公衆衛生学的� 

研究が発表せられて来たが，之れが撲滅対策につい

ては何等積極的指導，施策がなされざる状態に置か

れていた。近時著者は杉村，中田と共に之れが治療

面K於ける成果を得，主主昨更に肝吸虫浸淫の現況を

把握し農村生活の実体を調査し，以って之れが撲滅

の方途を究明せんとし本研究を行い見る可き成果を

得た。� 

1J 肝吸虫の感染率は年次低下の傾向にありと難� 

ども， なお，住民の� 10;35%K認められ相当高度の

浸淫を示している。� 

2J 肝吸虫感染K最も関係ありと認められるJIl魚

の生食はなお大部の住民聞に賞用せられている。� 

3J 近時農村生活文化の進歩著しと雄ども日常生

活に於ける)11水の使用は飲用，洗用を聞はず高度の

利用が認められ� 5.55%の住民は飲料水を全く川水� 

K依存している。� 

4J 肝吸虫K対する知識なきもの，なお，若干� 

(9.05%)存し且つ青年層にも存する事は衛生思想普

及の未だ不充分なるを認めざるを得ない。

5J 肝吸虫症診断の根拠となる可き症状は特に認

められず自，他覚症状共軽微にして，之れが摘発は

集団検使を最良としその検出率は� AMS]l[法が最 

も高い。� 

稿を終るに臨み御懇篤なる御指導と御校聞を


賜わった，恩師'三輪清三教授K衷心より感謝の意


を表します。また，終始御指導と御援助を賜わ


った小見川中央病院長杉村惰一博士，小見川中


央病院中田秀明博士K深く感謝致します。
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